
　
特
に
広
域
避
難
場
所
の
確
保
と
市
民
の
安
全
避
難
は
、
市
の
地
震

対
策
の
基
本
を
な
す
も
の
で
、
緑
の
保
全
、
公
園
整
備
計
画
、
宅
地

開
発
、
都
市
再
開
発
な
ど
を
通
じ
て
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
進
め

な
が
ら
、
全
市
に
七
八
か
所
の
広
域
避
難
場
所
を
設
定
し
、
市
民
の

安
全
避
難
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
市
や
各
機
関
の
地
震
対
策
が
十
分
に
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、

市
民
の
地
震
へ
の
対
応
が
重
要
で
あ
る
。
地
震
が
起
っ
た
時
、
最
初

の
一
分
間
の
行
動
が
大
惨
事
の
発
生
を
決
定
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

表4－27　地震の時の市民の行動1
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「
そ
の
場
に
あ
っ
た
身
の
安
全
」
、
「
す
ば
や
く
火
の
始
末
」
、
「
と
な
り

近
所
の
助
け
あ
い
」
と
い
う
地
震
三
原
則
の
励
行
が
す
べ
て
の
市
民

に
共
通
す
る
地
震
対
策
の
基
本
で
あ
る
。
宮
城
県
沖
地
震
の
時
に
も

横
浜
市
民
は
ほ
ぼ
適
切
な
行
動
を
と
っ
た
と
い
え
る
（
表
４
－
2
7
）
。

　
家
庭
に
お
い
て
も
消
火
器
具
の
設
置
、
我
が
家
の
地
震
対
策
の
話

し
合
い
、
非
常
飲
料
水
、
食
料
の
準
備
等
、
日
頃
か
ら
心
が
け
て
お

く
こ
と
も
多
い
。

　
地
震
の
た
め
建
物
が
倒
れ
、
火
災
が
発
生
し
た
よ
う
な
場
合
に
備

え
て
、
地
域
の
自
治
会
、
町
内
会
で
「
町
の
防
災
組
織
」
を
作
り
、

町
に
必
要
な
「
防
災
計
画
」
を
た
て
、
情
報
、
消
火
、
避
難
誘
導
、

救
出
救
護
、
給
食
、
給
水
な
ど
の
役
割
を
す
べ
て
の
住
民
が
分
担
す

る
、
助
け
あ
い
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

す
で
に
瀬
谷
区
で
は
ほ
ぼ
全
域
で
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
市
も
積
極

的
に
そ
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

公
害

●
窒
素
酸
化
物
へ
の
対
応
が
問
題
－
大
気
汚
染

　
横
浜
の
大
気
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
、
神
奈
川
県
公
害
防
止
条
例
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図4－28　各地点大気汚染状況や
横
浜
市
独
自
の
「
指
導
要
綱
」
、
公
害
防
止
協
定
に
よ
る
規
制
・

指
導
を
続
け
て
き
た
結
果
、
硫
黄
酸
化
物
に
つ
い
て
は
着
実
に
改
善

に
向
い
、
現
在
で
は
す
べ
て
の
測
定
点
で
環
境
基
準
を
ほ
ぼ
満
足
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
窒
素
酸
化
物
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
、
浮
遊
粉
じ
ん

に
つ
い
て
は
一
部
に
改
善
の
き
ざ
し
が
あ
る
も
の
の
、
依
然
汚
染
状

態
が
環
境
基
準
を
上
回
る
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
（
図
４
－

2
8
）
。

　
特
に
窒
素
酸
化
物
に
つ
い
て
は
、
発
生
源
対
策
が
難
し
い
こ
と
も

あ
り
、
環
境
基
準
（
注
）
を
ほ
と
ん
ど
満
足
し
て
い
な
い
。
今
後
、
工

場
・
事
業
場
を
対
象
に
し
た
市
の
「
指
導
要
綱
」
に
そ
っ
た
指
導
な

図4－29　公害病認定患者数の推移ど
、
強
力
な
指
導
を
必
要
と
し
て
い
る
。

（
注
）
国
が
定
め
る
二
酸
化
窒
素
の
環
境
基
準
は
昭
和
五
三
年
七
月
十
日
、

従
来
の
日
平
均
値
○
・
○
二
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下
が
、
日
平
均
値
○
・
○
四
～
○
・

○
六
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下
に
改
訂
さ
れ
、
各
方
面
で
論
議
を
呼
ん
で
い
る
。
本
市
の

「
指
導
要
綱
」
で
は
○
・
○
四
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
ま
た
自
動
車
は
大
気
汚
染
、
騒
音
な
ど
様
々
な
公
害
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
が
、
特
に
窒
素
酸
化
物
の
移
動
発
生
源
と
し
て
環
境
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
横
浜
市
域
か
ら
発
生
す
る
窒
素
酸
化

物
は
年
間
五
万
六
千
ト
ン
（
昭
和
四
九
年
）
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
三

〇
％
は
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
る
。
環
境
基
準
達
成
の
た
め
に



は
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
量
を
大
幅
に
削
減
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
大
気
汚
染
に
起
因
す
る
ぜ
ん
息
等
の
公
害
病
患
者
は
五
二
年
度
末

で
九
三
〇
人
（
う
ち
、
死
亡
六
八
人
、
治
ゆ
六
三
人
）
に
達
し
、
毎

年
約
一
〇
〇
人
の
新
し
い
認
定
患
者
が
あ
り
、
横
浜
の
空
気
が
あ
る

程
度
き
れ
い
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
一
層
の
環
境
改
善
が
求
め
ら
れ

て
い
る
（
図
4
l
2
9
）
。

●
河
川
の
よ
ご
れ
は
横
ば
い

　
河
川
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
注
）
等
有
機
物
汚
濁
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
あ
り
、

一
部
の
測
定
点
で
環
境
基
準
を
満
足
す
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る

が
。
ほ
と
ん
ど
の
点
で
環
境
基
準
を
こ
え
て
い
る
。
下
水
道
の
普
及

に
つ
れ
て
、
河
川
の
汚
濁
の
主
原
因
で
あ
る
家
庭
排
水
に
よ
る
汚
濁

は
改
善
の
方
向
に
向
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
海
域
に
つ
い
て
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
注
）
値
の
改
善
が
見
ら
れ
る
（
図
４
－
3
0
）
。

（
注
）
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
と
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素

要
求
量
）
は
共
に
水
の
汚
濁
状
態
を
示
す
指
標
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
汚
濁

が
進
ん
で
い
る
状
態
を
示
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
水
中
の
有
機
物
が
微
生
物

に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
と
き
に
必
要
な
酸
素
の
量
で
示
さ
れ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
は
水

中
の
被
酸
化
性
物
質
（
主
と
し
て
有
機
物
）
を
酸
化
剤
に
よ
っ
て
酸
化
す
る

1
1
0
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図4－30　横浜市内各測定点の水質汚濁の経年変化（年平均・単位ｐｐｍ）
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図4－31　苦情発生件数と種別と
き
に
必
要
な
酸
素
の
量
で
示
さ
れ
る
。

　
地
盤
沈
下
は
、
地
下
水
の
規
制
、
建
設
工
事
の
工
法
の
指
導
等
に

よ
り
、
沈
下
量
は
徐
々
に
ゆ
る
や
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
は
、
四
八
年
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ

る
が
、
騒
音
、
大
気
汚
染
、
悪
臭
に
対
す
る
も
の
が
多
く
出
さ
れ
て

い
る
（
図
4
l
3
1
）
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
が
減
り
、
川
に
魚
が
戻
っ
た
話
を
聞
く

よ
う
に
、
横
浜
の
環
境
は
い
く
ら
か
は
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。
測
定
結
果
の
数
字
を
み
て
も
、
一
部
の
測
定
項
目
に
つ

い
て
は
確
か
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
「
小
鳥
や
虫
た

ち
と
と
も
に
快
適
に
暮
し
て
い
け
る
大
気
や
緑
」
、
「
魚
が
住
み
、
釣

り
や
水
遊
び
が
楽
し
め
る
海
や
川
」
、
「
静
穏
な
環
境
」
な
ど
、
横
浜

市
が
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
市
の
「
環
境
目
標
」
に
到
達
す
る

た
め
に
は
、
ま
だ
多
く
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

廃
棄
物

●
増
加
す
る
廃
棄
物

　
都
市
の
活
動
の
中
か
ら
生
じ
る
廃
棄
物
は
、
市
民
の
生
活
が
豊
か

に
な
る
に
つ
れ
て
大
量
化
し
、
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
横
浜
市
の

家
庭
ご
み
を
み
て
も
、
一
人
あ
た
り
の
一
日
排
出
量
は
昭
和
四
三
年

の
四
二
〇
ｇ
か
ら
昭
和
五
二
年
の
七
〇
六
ｇ
へ
と
一
〇
年
間
に
Ｉ
・

七
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
の
急
激
な
人
口
増
加
と
あ
わ
せ

て
、
家
庭
ご
み
の
総
量
の
伸
び
も
著
し
く
、
二
・
二
倍
と
な
っ
て
い

る
（
図
４
－
3
2
）
。

　
ご
み
の
組
成
内
容
も
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に
対
応
し
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
、
紙
類
等
の
割
合
が
増
加
す
る
な
ど
、

大
き
く
変
っ
て
き
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
家
具
類
、
家
庭
電
化
製
品
な
ど
の
大
型
ご
み
も
「
粗
大




